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住宅関連産業の資材・仕上げ加工

及びデザインの調査

繊維木工部長浦野健三

． 

住宅関連産業は、木材・家具・建具・プラスチ

ック ・繊維製品・雑貨と多岐にわた っている。

最近のヨーロッパ諸国における技術・デザインは

目覚ま しく、これらの情報を収集するため欧州（イ

ギリス・イタリア・フランス）を昨年12月3日～

13日間訪問して参りましたので報告いたします。

イギリスでの市場調査

伝統と歴史を誇りながらも常に新しい活気に満

ちたロンドンでは、 1970~80年代を通じて小売業

の吸収合併による集中化が進み、その一方で製

造業の凋落（国際競争力の低下）の結果、大型

の小売り業者は自社プランド製品を持つことが一

般的になっている。コスト安からアジア諸国の企

業にライセンス生産が委託されている。イギリス

最大のドラッグストアチェーンである BOOTSで

は、アジア諸国（香港・台湾・韓国）で大量生産

した自社プランドで低価格で販売している 。ハ ビ

タ社インテリア部では、伝統的なクラシック家具

製造技術と素材をイタリア・パセル社の技術を導

入し、最新加工技術を加えてクラシックな応接・

ダイニング・飾り棚・サイドボードと豊富な商品

を製造していた。仕上げ塗料・着色剤は、天然の

ものを使用し、ルイ様式独特の美形を忠実に再現

していた。素材は風土に合うようにシーズニング

（養生乾燥）で狂い ・歪みを防ぐ配慮をし、素材

と品質の管理は職人の目で行っていた。

イタリアのデザイン

イタリアで本格的にデザインが芽生えたのは1930

年頃建築家が中心にな って、芸術家・天文学者・

政治家・職能者が参加して単に建築だけでなく、

あらゆる分野のデザインを行った。周辺の環境と

の調和を考えてデザインを行っている。大都市の

デザインからオブジェ・道具類までほとんどデザ

インされていた。

第 2次世界大戦で廃墟になった町を再建する時

に採った方法 として、建築家 ・学者・ 政治家・技

能者・職能者がグループを作り、外観は昔のもの

に再建し、ドアの取手にまですべてを任せた。また、
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時期と してイタ リアは貧 しく充分な費用が掛けら

れず、単に伝統を守るだけでな〈安い経費で復興

しなければならなかったので長期計画を立てて今

まで40年の歳月をかけている。また、材料や工法

において新しい技術的工夫が生まれ生産が向上 し

た結果、 1950年代の経済プームが興 り世界に 向け

て輸出が盛んになってデザイン指向で進んだこと

が国の経済を支えてきた。このように してできた

のは ローマ郊外E.U.R地区に新ローマとも呼ばれ

ているスポーツパレス・国際会議場 ・住宅・教会・

中高専門学校を計画的に造り上げた現在イタ リア

感覚の集合デザインであった。

ローマ郊外 E.U.R地区

球技場とモニュメント

木材染色加工工場

ヨーロッパでは新 しい化学薬品に対する 警戒心

は予想以上に強く、それらの使った新しい製品は

その結果かは っきりするまで販売すべきものでな

いという精神がある 。従業員 5~10人の工房が多

くモダンアートデザインが意外な新鮮さと確かな

技術で特注 （オーダー）のよさを知らしめ、材料

の新しい使い方を提案 している 。色合いは天然木

で、プナ、カエデ、マツ、ナラなどの明るい色調

が好評だった。つき板合板は通常銘木がムクで使

用されているが、染色つき板なら包装資材のよう

な低質樹種でも高付加価値的なデザイン素材にな

る。そこに注目した開発提案型の加工メーカーか

ある 。まず木材を脱脂して、塩基性染料で染色し

ている 。浸透しているか ら発色も鮮やかで、摩耗

によ って生地色かでず、また、小ロット1,000m'で

加工している。当社は210樹種が生産されている 。

偏った木材需要を是正し、自然資源を有効利用す

ることにつなかると思われる 。

イタリア（ミラノ：アチェルピス社）

世界的に高く評価 されているアチェルビス社を

訪問し た。当社は1870年に建具業から家具メーカ

ーに転じ 、現在三代 目社長はデザイナーで経営者

でもある。従業員は50名、年間売上高は13億円、

黒檀、紫檀、マホガニー、ホワ イト オークの高級

材を使って家具を少量生産 しているが世界に知ら

れている ことは品質を最も大切にし、加工精度及

びポ リエステル鏡面仕上げの完成度はすばら しか

った。また、新製品のAV家具は、キャピネ ット

にTV、ス ピーカー、食器や本を収納できる機能

と女性の目を引きつける美し いデザインであった。

フランス（パリ）

今日のパ リの姿はナポレオンIII世時代の大規模

な都市計画によるもので、最近の 2度の大戦にも ~ 
めげずパリはよみがえり、現在モンパルナス地区

の再開発 ・中央市場の移転 ・副都心の建設・都市

造りが進められている 。芸術 ・科学・文化の発信

地 として常に世界の注目を浴びている 。歴史と緑、

そして人間の都市である。その西部に位置する新

都市ラ・デファンス地区があります。昨年、アル

シュ ・サミット開催地であり 、フランス共和国挙

げて世界に募集 した再先端のデザイン ・技術・新

材料を調査した。建築表面には本物の大理石をア

ルミパネルと 組み合わせた複合石材パネルをハニ

カム構造に して有機系接着剤で貼り 付けてあった。

．
 

パリ 新都市 ラ・デファンス地区

アルシュ・サミット会場

この方法はロケ ットや船舶構造法から生まれたも

のであり、強度・軽量 ・施工費も安〈経済的であ

る。高所外装には 、イタ リア製結晶化ガラスを使

用し、大理石とま ったく同じ感じの新材料であ っ

た。
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雑感「情報とその流通」
繊維木工部大萩成男

．
 

．
 

一時期、世の中を席巻していながら、最近口に

されなくなった言葉の 1つに「高度情報化社会」

がある。その高度さが現在社会の通常の姿として

定着した、と考えるのが一般的な見方であるのか

も知れない。しかし、少々へそまがりな捉え方か

も知れないが、そうした言い回しが少しばかり不

適切であったとすることへの意志表示とみること

もできよう 。それでも、依然として情報化社会で

あることに変わりはなく、その構成分子である「情

報」はさらに繁殖の度合を強め、世の中を埋めつ

くさんばかりである。

現在「情報」と呼ばれるものには、卑近なとこ

ろでは、買物、天気、道路、レ ジャー情報などか

ら、企業が必要とする市場の動向あるいは研究・

技術 ・開発情報、自治体や国家における住民や企

業 ・都市管理など行政 ・経済情報及び統計データ

まですべての事柄が含まれている。それらの取り

扱われるレベルや対象は異なってはいるが、我々の

日常及び社会生活のほとんど全てに浸透し尽くし

ている 。まさしく情報の氾濫と言うべきか。しか

し、これらの諸情報そのものについて言えば、過

去の情報化社会ではなかった時代にも当然存在し

ていた。ただ、 「情報」とは呼ばれなかっただけ

である 。逆説的に言うならば、 「情報」という言

葉を連結することにより、それこそあらゆる事物

を「情報化」しているのが情報化社会の実相でも

あるような気がする 。

では、その当時と現在とではどこに違いがある

のか。それは今様の「情報」が「流通して初めて

意味を持つ（流通を目的とした）もの」であり、

そのためにはデータベースといわれる巨大な系統

的整理の行き届いた「情報」プールを前提として

いることに基づくように考えられる 。すなわち、

「情報」の収集方法や供給 ・伝達・通信等の提供

手段、あるいはそれらの受容手段などの処理技術

に集約されているようだ。また、この結果利用者

が得ることができる「情報」量が驚異的に増大し

ていることも見逃してはならないだろう 。

今日の技術あるいは学術的「情報」をみる上で、

ある種の動機を与えてくれるであろうと思われる

1つの記述を引用してみる 。

4年前に開かれた「日本未来学会'86公開シンポ

ジウム、テーマ ：日本型ハイテク社会ー21世紀」

の基調講演で岸田氏（ 日本総研会長＝当時）は現

代における技術社会のあり方と今後の流れについ

て次のように述べている 。1) 「第一次は物質を、第

二次はエネルギーを、そして現在突入している第

三次は情報を、各々中核とした産業革命と位置づ

けられよう 。そして第 3次産業革命の特徴は、 1)

情報関連技術の発達、 2)新たな技術革新の時代、

3)様々な可能性を組み合わせることができるよ

うになった時代 （例えば、重厚長大産業から軽薄

短小産業の特性を取り入れて“軽薄長大”産業を

目指すように）、 4)結合や複合 ・融合 ・総合とい

う言葉で表現されるように 、異なる分野 （の技術）

同士の結ぴ付きが強まる （これが最大の特徴であ

る）、の諸点である。」

岸田氏の指摘にある通り、情報生成の技術や合

理的収集と蓄積、それらを提供者から 利用者に媒

介する情報流通メディアなど、そのためのシステ

ム構築や機器の進歩はめざましい。たとえば、オ

フラインまたはオンラインで、ペーパー（コピー）、

マイク ロフィルム、磁気テープ、 FD、CD-ROM

やモニター、 FAX等による情報授受手段がかなり

整備されつつあり、世間がその恩恵を享受しつつ

あることは事実であろう 。それらを総称して情報

処理というなら、まさに高度情報処理化社会と言

えるし、高度情報流通システム化社会である 。も

っと端的に高度情報機器化社会とも言えなくはな

いだろう。だからといって、これはきわめて重要

なことであるが、扱われる「情報」が高度である 、

という短絡は成立しないことは明らかである 。「情

報」の高度さはその流通体制のらち外にあるもの

で、内容の高度さや優秀さや正確さあるいは精度

や具体性によって保証されるものである 。さらに、

そうした情報が利用者にと って必要な情報である

かどうかは、また別の視点から評価されるもので

ある 。
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もう 1点、データベースとしての「情報」量の

飛躍的膨張率についても今昔の差異は歴然として

いる 。た とえば、日本で申請される特許について

は実用新案も含めると年間当り 50万件と全世界の

約 4割を占めており、特許検索用データベース

PA TO LISの情報量は昭和60年 1月において2,000

万件であったものが平成 2年の 1月にはほぼ3,500

万件と1.7倍に増加しているという 。2) また、 JICS

T-Eファイル（科学技術情報の英文データベース）

の収録数は1988年において約20万件に達しており、

これが同年に国内で出された文献の81.5％に相当

するという 。3)

これらの事実や実績に接するとき、現今の情報

化社会は一見きわめてシステマティクなネットワ

ークにより連携されており、また必要なことはな

んでも得られるような、一種の陶酔さえ与えかね

ないものがある 。しかし、こうした情報流通 ・処

理体制ではあ っても 現実には多くの問題を抱えて

いる。国際的な情報摩擦を別として、提供者側に

内在するものとしては、情報量の増大がもたらす

システムの容量や、オンライン情報提供に要する

時間コストの問題がある 。さらに、各種の統計や

学術データにおける標準化という点についても考

慮されなければならないだろう。

こう言った問題点が、そのまま利用者に対して

もいろんな制約を科すことになる 。まず第一に、

情報入手に必要な費用（機器設置や契約等のイ ニ

シャルコスト並びに個別の情報請求にかかるラン

ニングコスト）はかなり高価な ものになるであろ

う。わが国では、伝統的に形があるもの以外への

支出が認知されにくい状況があったが、システム

ソフト等の著作権やデザインなどの意匠権等につ

いての統一された価格基準の整備が不完全な今日

ではそれらは事実上「時価」となり、情報の値段

は余りに高いものに考えられてしまう。これと関

係するかどうかはわからぬが、情報を買うという

ことと、それを使用に供するということはま った

く別の権能に属するという基本すら無視されるこ

とも起こりうる。

また、膨大な情報の中から必要なものだけに目

標を廃めて検索し選択することについても、それ

なりの技術が要求されるのである 。もちろん、こ

の点は今日的情報化社会固有の問題点ではないが

きわめて顕著になってきている 。

例えば、我々は、既設のデータベースにたいし

て、通信回線を介して手元の端末から資料やデー

タを求めることが可能である。しかし、はたして

求められた情報に欠落はないか、また何％が本当

に有効なものであるかはわからないし、吟味の対

象が膨大な数になればその取捨選択には、それに

相応した作業が要求されることになる 。こう した

取捨選択にかかる判断は、高度な情報処理機器そ

れ自身が具備するものでも、また、それらから与

えられるものでもない。すべては情報の利用者の

能力として要求されるものである 。収集された「情

報」群の中から必要なものだけを抽出し、消化す

るには対象となる事柄に対する鋭い問題意識が不

可欠である。翻って考えるならば、優れた問題意

識がまずもって情報の受け手側に備わっていなけ

れば、そうした情報が生きて果実を結ぶ可能性は

少ない。4)そのため、サーチャーと呼ばれる、情報

提供者と利用者との間に介在し相談に乗り検索を

助成する、 専門家の存在が必要とされてきている
5) 

ようである。

しかし、いま挙げたような問題点について思い

悩めるのは、自社内に情報処理や管理部門を擁す

ることが可能な程度に大きな企業 ・大学 ・研究機

関に限定されるようであり、地場産業と呼ばれる

中小の企業にとってはかなり 縁遠い情報化社会な

のかも知れない。そういった現実を無視してまで

も、手放しで情報化社会を賛美することはできな

いのである。そのことからも、共用可能な情報検

索専門家の存在が意味するところは大であろう。

いま一度、 「情報」の持つ意味について考える

とき、好意的にみてそれはあらゆる生産活動にお

ける基本的動機と可能性を与えうるものであると

言え よう 。それには、 利用者が必要な情報を必要

星だけ手に しうることが条件となる 。先の引用内

容は、その可能性を活かすということを前提に、

今後の技術の動向を示唆するものと して現時点に

おいても有効であるように思える。我々にとって、

少なくとも想像だに出来ないようなことを実現す

ることは、余程の「運」に恵まれない限り成し得

ないものなのである 。

参考文献

1) 読売新聞、昭和61年11月5日朝刊．

2) パネルディスカ ッション記録 ；情報管理，32

〔11〕，氾（＇90).
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く研究速報〉

ウェットホワイトの

副産物利用に関する研究(I)

．
 

．
 

1 目 的

近年、排水・廃棄物の処理問題や省資源の観点

などからクロム鞣剤を用いずに前鞣しを行い、分

割 ・シェーピング後に再鞣しなどの処理により製

品革の 多様化をはかる研究が多数なされている。

そのなかで、アルミニウム塩によるウェッ トホ ワ

イトは、他の鞣剤によるものよりも多くの利点が

認められ一部実用化されている。このウェットホ

ワイトの分割 ・シェーピングの際に得られる床や

屑は、クロム鞣しされたものよりも処理が容易で、

用途も広がると考えられている 。 しかし、ウェ ッ

トホワイトから製品革の調製方法に関する報告は

多いが、その副産物の利用に関するものは少ない。

本研究は、ウェットホワイトの副産物の高度利用

を目的とし、その第一段階としてシェービング屑

の脱アルミニウム方法について検討を行った。

2 方法

北米産塩蔵成牛皮を常法によりピックルまで処

理した後、硫酸アルミニウムを10％使用 して、ダ

ルムシュタット工業大学法に準じてウェットホワ

イトを調製した。このウェットホワイトの結締組

織をバンドナイフマシンにより除去し、次いで銀

面層の厚度が 2mmになるようにシェービングを行

った。得られたシェーピング屑を自然乾燥し 、大

きさ 20~60メッシュのものを実験に用いた。この

ウェ ットホワ イト・ シェービング屑の主な化学分

析値は、皮質分89.2%、酸化アルミニウム含有量

2.5%、pH4.0、熱変性温度(Td)は65.1℃で、一実

験につきこの物を無水物換算として10g使用し 、

図 1の方法で脱アルミニウム処理を行った。

脱アルミニウム実験には以下の 5因子を選び、水

皮 革 分 場 谷 正博

元吉治雄

ウア工工J1レート10t： ィ ク 蛉 ’`8:C量2:*5%*

i --・ • ---------------------・ • -・ • ・ ・ •..... --・ • -・ --・ • ・ •・ ・ ・・ · ···· · ··- - ·- ---- :

！ アル］リ前処理(200m£, 2時間）

遠心］離（6，OOOrpm, 30分間）

水洗(2回繰り返し）（150mR,20分間） ： 

遠心分離（6,000rpm,30分間） ： 

9上澄ロリ前処理皮粉 ， 

・ • ・ • ・ ・ ・ ・ • I ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • 9 

酸処理(200mR, 2時間）

I 

遠心分離（6,000rpm, 30分間）

水洗(2回繰り返し）（ 150mR,20分間）

I 

遠心分離（6,OOOrpm,30分間）

口上澄液 脱アルミ皮粉

＊無水物換算

図 1 実験方法
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準数はいずれも 2とした。酸の種顆 （シュウ酸：

硫酸）、酸の添加量(0.02mol:0.002mol)、塩化ナ

トリウムの添加（有：無）酸処理温度 (60℃ :25 

℃)及びアルカ リ前処理の（有：無）であり、割

付けは直交表L8によって行い、 表 1の組み合わせ

とした。

表 1 実 験 条 件

因 子
前処理＊1 酸の種顆 酸株加最＊2塩i恭加●3 温度

水準 I

水準II

T-1 

T-2 

T-3 

T-4 

T-5 

T-6 

T-7 

T-8 

無

有

＿

無

無

無

無

有

有

有

有

シュウ酸

硫酸

シュウ酸

シュウ酸

硫酸

硫酸

シュウ酸

シュウ酸

硫酸

硫酸

多

少

一

多

少

多

少

多

少

多

少

有

無

一

有

無

有

無

無

有

無

有

60℃ 

25℃ 

60 

25 

25 

60 

25 

60 

60 

25 

1

2

3

 

＊

＊

＊

 

0. lmol. NaOH溶液で前処理

多＝0.02mol.少＝0.002mol.

NaClを使用し、塩濃度を 8％に調整

各実験により溶脱したアルミニウム量 と蛋白質量

及び脱アルミ皮粉の熱変性温度(Td)を測定し、各

因子の影響を検討 した。

結果

アルミニウム溶脱率は38.1~98.1%、蛋白質溶

脱率は4.0~63.8％と、各因子の組み合わせの違い

によって、大きく異なってくることが認められた。

アルカ リ前処理におけるアルミニウム溶脱率は90

3
 

％前後と高い値を示し、蛋白質溶脱率は約 3％で

僅かであった。

脱アルミニウム皮粉の回収率は54~94%、脱アル

ミニウム皮粉のアルミニウム含有量は0.2~2.9%

の間に分布しており、脱アルミニウム皮粉のTdは

47.1~74.0℃で、 T-3以外は元のウェ ットホワ

イト ・シェービング屑と 比較していづれもか低下

した。

これらの項目に対する各因子の影響を検討すると、

アルカリ前処理はアルミニウムの除去に効果かあ

り、蛋白質の溶脱率には影恕が少なく、 酸の種類

によるアルミニウムの溶脱率の差は少ないか、蛋

白質の溶脱率は硫酸の方が大であった。酸添加量

が多いとアルミニウムと蛋白質の溶脱率が大とな

った。酸処理液に塩化ナトリウムを添加すること

により、アルミニウムの溶脱率は増加し、蛋白質

のそれは低下した。酸処理温度を高くしてもアル

ミニウムの除去には効果か少なく、蛋白質の溶脱

率は増加した。脱アルミニウム皮粉のTdはいづれ

も、元のウェ ットホワイト・シェービ ング屑より

も低下したが、アルミニウムの溶脱率との関連性

は明確ではなかった。

以上の結果か ら、今回取り上げた因子とフ虹律で、

アルミニウム含有量の少ない脱アルミニウム皮粉

をできるだけ多く回収するには、アルカリ前処理

を行い、シ ュウ酸0.02molの溶液に塩化ナトリウ

ムを添加して、 25℃で処理するのが、最も良い条

件と 考えられる。

． 

．
 

i-‘^•お知らせ ～‘^～‘^～｀＾ー～‘^へ＾＾～‘’--·-·--‘^~‘^―~‘^~‘^~‘^―~‘^―~•―`^―^~‘^一^~‘^~‘^--‘^~‘^~‘^~‘^~‘^“

I * J l S溶接技術検定試験準備講習会 I 
］ 平成 2年 4月14日（土）・15日（日） 於・和歌山高等技能開発センター

l * J I s溶接技術検定試験

i 平成 2年 5月12日（土）・ 13日（日） 於・和歌山県工業技術センター i 

｛ 検定申込締切 平成 2年 4月17日（火）迄

｝ 詳細は工業技術センター機械電子部までお問合せ下さい。 ！ 

し、＾～ー一—―‘^--~'^~`~-‘^~‘^-·―`―ー•~~‘^~‘^ーー＾～‘·~~`^~‘^~·---~~―`^^~‘＾一＾＾―‘~~`^-―`·ヽ．＾＾～•—~^ ’`̂ー^～‘^~‘̂--~-‘̂~‘̂~̀̂ .J
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機械金属

溶接技術競技会報告

．
 

最近国内の産業界は総じて活況を呈していると

言われ、鉄鋼生産も昨年に引続き 1億トン体制が

維持されていると関係方面では報じられている。

これにともない、溶接関連業界も好況で、生産

性 ・溶接品質 ・付加価値各々の面からも溶接技術

は着実に進歩発展を見ることができる。

しかしながら 、溶接継手の信頼性、溶接構造物

の品質保証等に関 しては今なお多くの重要な課題

であることも事実であります。

これらのことを踏まえ、本年度も第29回（平成

元年度） 和歌山県溶接技術競技会が昨年の 5月27

日、 6月3日、 10日和歌山県と（社）日本溶接協会

和歌山県支部共催で、東燃（株）和歌山工場 ・和歌

山県工業技術センター・和歌山県鉄骨製缶協同組

合 ・住友金属工業（株）和歌山製鉄所の 4会場で被

裂アーク溶接の部と炭酸ガスアーク半自動溶接の

2部門について31名の参加を得て溶接競技会が盛

大に開催され、本年 1月24日県庁にて表彰式が行

われ、下記の方々が知事から賞状及び記念品、ま

た第 1位の方に日刊工場新聞社から盾が授与され

ました。

被覆アーク溶接の部

． 貨 氏名 会 社 名

最優秀賞 大前博史 住金プラン トテクノス（株）

第 2位 田中 豊 （株）初島組

第 3 位 田中昭彦 （株）初島組

奨励賞 上田貞人 （株）三典製作所和歌山事業所

奨励賞 尾藤勝也 （株）初島組

奨励賞 喜多洋治 （株）初島組

炭酸ガスアーク半自動溶接
（敬称略）

賞 氏名 会 社 名

最優秀賞 坂上拓也 住金プラントテクノス（株）

第 2 位 山本清人 （株）湊 組

第 3 位 板垣孝雄 住金プラントテクノス（株）

奨 励賞 坂田行男 住金プラントテクノス（株）

平成元年度和歌山県溶接技術競技会表彰式

また、両部門の第 1位の方は昨年 9月京都で開

催された関西溶接技術競技会へ和歌山県代表とし

て出席し両名とも優秀賞に輝き、 10月14• 15日の

両日北海道室蘭市で開催された平成元年度（第35

回）全国溶接技術競技会においても被覆アーク溶

接の部では住金フ゜ラン トテクノス（株）の大前博史

氏は第 9位、炭酸ガスアーク半自動溶接の部で住

金プラントテクノス（株）の坂上拓也氏が第 5位の

好成績で入賞し本年 5月の表彰式が待ち望まれて

います。

（敬称略） （注）全国大会の参加者は被覆アーク溶接の部53

名、炭酸ガスアーク半自動溶接の部は55名。

平成元年度（第35回）全国溶接技術競技会

（北海道・新日本製鉄（株）室蘭製鉄所）

大前博史氏（右）と坂上拓也氏（左）

競技種目は、被覆アーク溶接と炭酸ガスアーク
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半自動溶接の 2種目で、薄板は水平姿勢から時計

回りに45゚ 傾け、中板は水平姿勢から反時計回りに

45゚傾け、中板に関しては初層のみ指定箇所でアー

クを 中断し前と同じ溶接方向で溶接を続行する課

題で実施された。

また、審査は800点満点を持ち点とし、 1)外観

検査、 2)放射線透過検査、 3)曲げ（表・裏曲げ）

試験、 4)違反行為、不安全状態・不安全行為によ

る減点法により総合得点にて優秀者を決定。

最後に 、平成 2年度（第30回）和歌山県溶接技

術競技会は本年 5月下旬頃を予定していますので

振るってご参加下さい。

〔中村 嵩〕

移動工業技術大学・公開講座開催さる

工業技術センターでは産官学協力体制の推進を

図るため移動工業技術大学を開講していますが、

本年も下記のとおり実施いたしました。

平成 2年 1月23日（火）

工業技術センター会議室

＊ 情報の収集と活用

日本科学技術情報センター

大阪支所長栗田信氏

＊ 有機系新素材・新材料の動向

近畿大学教授棚田成紀氏

平成 2年 1月29日（月）

工業技術センター会議室

＊ レーザー計測とセンシング技術

京都工芸繊維大学

教 授秋山隆一氏

＊ ファインセラミックスの接合技術とその応用

大阪工業試験所

ファインセラミックス・ガラス材料部

部長木下実氏

平成 2年 1月31日（水） 南部川村公民館

＊ 食品開発と情報活動

関西女学院短期大学

教授藤本理平氏

＊ 最近の食品添加物

県衛生公害研究センター

生活理化学部部長小坂和生氏

合 JOISによる情報検索

日本科学技術情報センター

大阪支所長栗田信氏

合 バソコン利用による情報調査

（株）MCC

技術部長 上田勝義氏

平成 2年 2月20日（火）

海南商工会議所大ホール

合 有機系新素材・新材料の基礎とその応用

近畿大学教授棚田成紀氏

以上、各会場とも多数出席のもと熱心に聴講さ

れ盛会に終 りました。

． 

．
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